
遅くなりましたが、週 1回法によるフッ化物洗口の取組がスタートしました。 

 
6/29（木）（予算執行の兼ね合いから）遅くなりましたが、1回目のフッ化物洗口を実施しました。この取組

は、県の関係条例に則り、虫歯予防と歯質改善を目的として行われるものです。あくまでも希望者を確認して
行うこととしています。週 1回、フッ素イオン濃度 900ppm0.2%【フッ化物】を 10ml口に含み「ブクブク洗口」
で 30秒うがいをします。 

 
1 年生の様子を参観しました。小学校でも取り組んでいたこともあり、特段に戸惑う様子もなく、終わった

ら速やかに読書を行う様子も見られ、円滑なスタートが切れました。先生たちも 2名体制で安全に事が運ぶよ
う万全を期して取り組んでいました。 

 
今後も、原則として、毎週木曜日の朝読書の時間帯を活用して行う予定です。「朝の歯磨きは家庭で、フッ化

物洗口は学校で」が習慣化し、少しでも虫歯保有者が減少することを願ってやみません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平戸市立田平中学校 
学校だより第１１号 
（令和５年７月） 
文責  西澤 庄藏 

校訓 
「ゆたかさ・たしかさ・たくましさ」 
学校教育目標 
「認め合い、学び合い、高め合う生徒の育成」 

 

【保護者の皆様へ】 学校評価アンケートの実施について（お知らせとお願い） 
 
6/28（水）長崎っ子の心を見つめる教育週間の道徳科授業参観には多くの保護者の皆様にご来校いただき、

ありがとうございました。この場をお借りしまして、厚くお礼申し上げます。 
 
さて、1 学期終了の節目にあたり標記・学校評価アンケートを原則スマホでご回答いただくよう案内しまし

た。学校は、社会のニーズから、ICT（情報通信技術）活用が求められていて、生徒も各種アンケートはタブレ
ット端末を用いて行っています。保護者の皆様にもご心労をおかけいたしますが、今週 7/14（金）をめどに、
なにとぞ、ご理解・ご協力のほど、お願いいたします。 

 

「もしも納税の義務がなかったら」を考えるきっかけとなる授業がありました。 

 

 6/26（月）3 年社会科授業の一つとして租税教室が開催されました。市は、租税教育に関する協議会を設
立し、租税に関する知識普及とともに、納税意識の向上も図る目的で、市内の児童生徒に啓発事業を展開し
ています。その協議会を通じて専門家を招いての講師招聘授業が行われました。今回は県の納税担当課の
方々が来校されての講義でした。 

 
アニメを多用して租税の基礎知識から今日的課題まで懇切丁寧に説明してくださいました。その道のプロ

ならではの実際のエピソード交えた説得力のある話に、私自身も興味津々でした。興味が高じて、昨年度か
ら引き続きの授業参観となりました。ただ、内容が一新され、（もちろんレプリカですが）1億円現金に触れ
る機会を設けるなど、生徒の興味関心の喚起に努めていることがひしひしと分かる講義でした。 

 
講義中心で演習には及ばなかったものの、改めて将来に向けた税の在り方を考えるひとときとなりまし

た。これから学ぶ公民的分野導入のきっかけとなる有意義な学びの場でした。 
 

厳正に実施し、厳正に後始末をするなど、衛生・安全面に

万全を尽くしています。 

タイマー 

30秒 

 

アニメを画像化して振り返るなど、丁寧

な講義ぶりが印象に残りました。 

リーフレット等、税に関する作文づくり

の参考となる資料をいただきました。 


